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1. はじめに 

現在，日本では認知症高齢者の数が増加し，認知症

の進行抑止や介護支援の必要性が高まっている．認知

症の予防や進行の抑制には，家族との会話など，認知

活動を行うことが重要である[1]．しかし，会話には必ず

相手が必要であり，いつでも行うことは難しい．そこで，

我々の研究グループでは，認知症高齢者の表情を認

識し，感情を推定することで行動を変化させるエージェ

ント対話システムを検討している．しかし，認知症高齢

者の表情は乏しい傾向があり，従来の表情認識手法で

感情を推定することは難しい．そこで，Yan ら[2]などによ

って研究が進められている微表情を手がかりとすること

を検討している．微表情は，感情を抑えようとしている時

やあまり強くない感情の時に見られる表情であるが，表

情の持続時間が 0.04 秒程度と非常に短いため，一般

的なカメラで検出することは難しい．そこで，本稿では，

高速カメラを用いた表情認識を検討する． 

2. 高速カメラを用いた表情認識 

高速カメラは 90fps で撮影が可能なものを利用する．

撮影した 0.1 秒間のフレーム画像列を図 1 に示す． 

 
図 1．0.1 秒間のフレーム画像列 

一般的なカメラを用いて 0.1 秒間のうちに生起する表

情変化とらえることは難しい．そこで，本システムでは，

平常時は 9 フレームごと(1 秒間に 10 回)に認識処理を

行い，同時に過去 2 秒間(180 フレーム)の画像をバッフ

ァに保存しておく．本システムはエージェント対話システ

ムに適用することを想定しているため，エージェントの発

言に対する感情変化を捉えることを目的とし，エージェ

ントが特定のキーワードを発話するタイミングでバッファ

に保存されている過去 2 秒間の全ての画像に対して認

識処理を行い，細かな感情変化の観測を試みる(図 2)． 

 
図 2．表情認識を行うタイミング 

 

表情認識の手順としては，まずアピアランスベース手

法の一つである Active Shape Model を用いることで得ら

れる顔の特徴点の座標データを得る．座標値を正規化

した値を特徴量として用い，Support Vector Machine を

用いて表情の分類を行う．そしてあらかじめ作成してお

いたデータベースをもちいて学習した Support Vector 

Machine を用いて認識を行う．分類するクラスとしては，

一般的に用いられることの多い無表情，怒り，悲しみ，

驚き，喜びの 5 種類としており，表情の認識の結果をエ

ージェントの行動に反映させ，システムの対応力を向上

させる予定である． 

3. まとめ 

本稿では，エージェント対話システムのための表情認

識手法について検討した．微表情の認識を行うため，

高速カメラを用いてエージェントの発言に合わせて適切

なタイミングで細かな表情の認識を行うシステムを提案

した．今後の展望としては，微表情を獲得するような状

況で観測を行い，データベースを作成し，実験を行って

いく． 
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